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【論文要旨】
早稲田大学演劇博物館には『鶴亀成荒木宝来
ちよばんぜいあらきのしまだい
』 （全五幕）の歌舞伎台
帳が所蔵されている。慶応三年（一八六七）十月江戸中村座において上演された本作は、 「伊賀上野の敵討」を題材とした「伊賀越物」の系譜に連なるが、四半世紀前の天保十三年（一八四二）九月江戸市村座初演『寿亀
ちよばんぜい
荒あら
木きの
新し
舞ま
台だい
』の再演かと思われる。台帳記載の役者名や役人替
名、各種番付を手掛かりに本台帳の考証を行うと、序幕から三幕目第二
場までは初演時の内容に、四幕目および五幕目は再演時の内容に近いことがわかった。【キーワード】
『寿亀荒木新舞台』 、伊賀越物、番付、役割番付、絵本番付
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おわりに
はじめに
早稲田大学演劇博物館には『鶴
ちよ
亀ばん
成ぜい
荒あら
木きの
宝しま
来だい
』 （以下、 『宝来』とする）
の歌舞伎台帳が所蔵されている。慶応三年（一八六七）十月十七日
(
 )、江
戸中村座において上演された本作は、 「伊賀上野の敵討」を題材とした「伊賀越物」 の系譜に連なるが、その大名題の訓
よ
み方が同じことからも、
番付や役割番付のカタリの内容および番付や絵本番付 絵に共通する点が多く見られることからもわかるように、四半世紀前 天保十三年（一八四二）九月二十四日
(
 )、江戸市村座初演『寿
ちよば
亀んぜい
荒あら
木きの
新し
舞ま
台だい
』 （以下、
『新舞台』とする）の再演かと思われる。管見の限り本作は活字化されておらず
(
 )、また先行研究もない。本稿では、本作に見られる趣向を考察
―  ―
するための手掛かりとして、台帳の考証を行うこととする。
一、本台帳の書誌
最初に、本台帳の書誌を記す。
【所蔵】早稲田大学演劇博物館、全六冊（請求番号イ一二
 一三〇九の一
冊、および、イ三一二
 一～五の五冊の計六冊が、イ三一二の袋に合わ
せて保管されている） 。【体裁】写本。半紙本。縦本（二五・一×一七・〇） 。【袋】表に「伊賀越事／鶴亀成荒木宝来／全部六冊」 、右肩に手書きで「イ／
 」 、裏に「千穐万歳／大々叶／本主／弁天座本家」 、底
に「伊賀越」 、 「イ
」と記されたラベルが貼られる。
【表紙】原表紙。本文共紙。幕内正本の典型的な形式を取り、各冊上部に「当ル卯の／小春狂言」の年時・大名題・場立、下部に出演役者名を掲げる。【裏表紙】表紙と同じく正本の典型的な形式を取り、各冊に「慶應三丁卯年（慶應三丁卯歳あるいは慶應三年）の年時、紙数、 「千穐萬（万）歳／大々叶／中村座」 の定型句が見られるが、作者名は記されていない。【丁数】表紙・ を含む墨付で、第一冊・三十一丁半、第二冊・十五丁半、第三冊・二十一丁、第四冊・六丁、第五冊・三十八丁半、第六冊・三十四丁、総計百四 六 半 なお、各冊の裏表紙には それぞ「帋数三重葉」 （第一冊） 、 「帋数重五葉」 （第二冊） 、 「帋数廾葉」 （第三冊） 、「帋数四葉」 （第四冊） 、 「帋数三重七葉」 （第五冊） 、 「帋数三重二葉」 （第六冊）とある。
【行数】第一冊・概ね十六行、第二冊・十七～十八行、第三冊・概ね十六行、第四冊・十六～十八行、第五冊・十五～十六行、第六冊・十五～十六行。【筆跡】六冊とも同一筆跡。【蔵書印】 「河竹蔵」 （二・八×一
・一、朱文長方印、全冊表紙、河
竹繁俊使用） 、 「浅草堂」 （二・〇×二・〇、朱文方印、第一・四・五・六冊裏表紙、四代目並木五瓶使用カ） 。【所蔵状況】袋の表に「全部六冊」とあることから、イ三一二
 一～五の
五冊、およびそれと同じ形式・筆跡を有するイ一二
 一三〇九の一冊か
ら成る計六冊の組み合わせが元の状態だったのではないかと推定される。以下、右の六冊を各 表紙の記載に従って、所収場面を示しつつ幕の順序に応じて配列すると、次のようになる第一冊（イ三一二
 一）
序幕（ 「鎌倉鶴ヶ岡の場」 「花御簾橋の場」 「靱
負屋鋪の場」 ）第二冊（イ 二
 一三〇九）
二幕目（ 「五右衛門宅の場」 「大内記館の
場」 ）第三冊（イ三一二
 二）
三幕目第一場（ 「孫八世話場」 ）
第四冊（イ三一
 三）
三幕目第二場（ 「三幕目後／武庫川縄手の場」 ）
第五冊（イ 一二
 四）
四幕目（ 「古市牛車楼の場」 ）
第六冊（イ三一二
 五）
五幕目（ 「山田屋の場」 ）
【その他】各冊の冒頭に役人替名がある。貼紙による訂正が多数見られる。難読文字や判読しにくい文字にルビが付されている。全冊において、セリフのひとつ書きの右隣りに役者名が記されていない、もしく
―  ―
は、舞台書きやト書きに演じる役者名が記されず空白が生じている、といった箇所がある。セリフが朱線で括られた箇所がある（第六冊） 。第二冊表紙見返しに「イ
 」のラベルが貼付されている。
本台帳の成立時期については、梗概を確認した後で検討する。ここでは、本台帳の来歴について考える。本台帳には「本主／弁天座本家」と書かれた袋が付属し、各冊に「河
竹蔵」の印記がある。 「河竹蔵」印は河竹黙阿弥家の養嗣子となり、早稲田大学演劇博物館の設立に奔走した河竹繁俊が使用したものとさ るため
(
 )、河竹家→演劇博物館という道筋は動かないと思われるが、江戸
（東京）で作られた台帳が、一度大阪の弁天座（明治九年〈一八七六〉竹田芝居が焼失、再建後、同十一年〈一八七八〉十月 弁天座」と改称
(
 )）
の所有となっ 形跡があるのはなぜだろうか
早稲田大学演劇博物館には「本主／弁天座本家」と書かれた袋が付属
し、表紙に「黙阿弥蔵書印」 裏表紙に「二世河竹事黙阿弥」もしくは「二世河竹新七筋書」の印記を有する黙阿弥作品の台帳群が所蔵されている
(
 )。黙阿弥の蔵書が河竹家からそのまま演劇博物館に収蔵された、と
いうのなら話はそれで済むが、これらの台帳にも一度大阪の弁天座 所有された跡が見られる。
日置貴之氏は、 「狂言作者の河竹能進・諺蔵親子が、多くの新作狂言
の執筆、黙阿弥作品の移入などを行い、明治期の大阪劇壇 大きな影響を与えた
(
 )」と指摘している。河竹能進（文政三年〈一八二〇〉 ～明治十
九年〈一八八六〉 ） ・諺蔵（弘化元年〈一八四四〉 ～明治三十五年〈 九〇二〉 ）の親子は、黙阿弥作品を移入するために、江戸・東京の劇壇で
作成されたこれらの台帳を大阪に持ち込んだのではないか。これらの台帳が一時期大阪弁天座 所有になったのはそうした経緯があったためではないかと推察する。
中村座で作成された本台帳も、これらの台帳とともに河竹能進・諺蔵
親子によって大阪に持ち込まれたため、一度弁天座 所有となったが、その後東京の河竹家のもとに渡り、時を経て演劇博物館に納まったものと考えられる。
また、日置氏は、明治七年（一八七四）二月東京沢村座『讐怨解
かたきうち
雪赤穂記ゆきのあこうき
』の台帳
(
 )について、 「各冊裏表紙に「本主
並木舎」とあり、
弁天座旧蔵を示す袋が付属している。各冊に「河竹蔵」の印記。いずれも大阪の弁天座から河竹家を経て演劇博物館 渡った並木五柳（四代目五瓶）旧蔵本の一部である
(
 )」と考証している。
初代（延享四年〈一七四七〉 ～文化五年〈一八〇八〉 ） ・三代（寛政元
年〈一七八九〉 ～安政二年〈一八五五〉 ） ・四代（文政十二年〈一八二九〉～明治三十四年〈一九〇一〉 ）の並木 瓶は「並木舎
なみきのや
」を号としていた
(
)
が、本台帳の蔵書印に見られる「浅草堂」は初代並木五瓶が用 た別号でもあった。
もしも「浅草堂」の号を並木五瓶の名跡を継承する者（もしくはその
候補者）が使用していたとしたら、 「慶應三年」 識語を持つ本台帳は安政二年没の三代目五瓶の手元に置かれることはなかったため、本台帳も、芝居台帳を集めたことで知られる四代目五瓶の旧蔵本であったのではないかと推測できる（本興行の番付には狂言作者の連名の中に四代目五瓶の前々名「篠田金治」 〈三代目〉の名前が見られる） 。
―  ―
そうなると、右の台帳と同じように、本台帳は、四代目五瓶→大阪弁天座→河竹家→演劇博物館という経路を経てきたのではないかと考えられる。
二、本作品の梗概
次に、本作品の梗概を記す。登場人物名には、その人物が最初に登場
する場面において、適宜、演じた役者の名前を括弧で補った（台帳の中でも、表紙見返しに記された役人替名と本文とで演じる役者の名前が違っている場合があるが、より最新のものと思われる役人替名に従 。また、役名の表記も役人替名に拠っ 〈 「十兵衛／重兵衛」など〉 ） 。太字で示した場面名は、台帳表紙ならびに役割番付や絵 番付に記された場割を基に、私に付したものである。なお、今日の人権意識に照らして不適当と思われる表現があるが、時代的背景に鑑み 本文に見ら 通り記載することとし 。【序幕
第一場
鶴岡八幡宮境内の場】
化粧坂松田屋の遊女瀬川の代わりに仲居たちが八幡宮でお百度参りを
している。殿の名代として参詣 ている桜井林左衛門を待っ いた藪内贅宅（山崎巴二右衞門）は、九州から出 きた呉服屋十兵衛（初代中村相蔵）と出会う
駕籠から降りた沢井股五郎（四代目嵐吉三郎）は駕籠賃を払えず、駕
籠舁たちと争っている。そこへ化粧坂で文使いを 池添孫七（嵐璃鶴。前三代目璃
　
。のち初代市川権十郎）がやって来て、金を払い、
諍いの仲裁をする。孫七は、いずれ殿からお召し出し 受け 股五郎に
異見をする。
孫七が去ると、股五郎は、来合わせた浪人二人に滑川の
なめりがわ
柏屋で酒肴の
用意をしていてくれと頼む。松田屋の仲居たちも一緒に連れて行く。【序幕
第二場
鶴岡八幡宮石段の場】
和田靱負の娘お後
のち
（六代目坂東三津五郎）は、下郎の池添孫八（初代
市川米
べい
升しょう
）とともに、足利家に贈る正宗の刀を奉納するため八幡宮に来
る。孫八の弟孫七が通りかかり、兄弟二人きりになったところで、孫八と主人の娘お後が情通しているとの噂を聞いていた孫七は、兄に対し異見をする。
松田屋の遊女瀬川に執心の林左衛門（初代中村翫太郎）は、和田靱負
の倅志津磨（初代河原崎権十郎。のち九代目市川團十郎）との仲を裂くため、癩病になる毒薬を藪の内贅宅に調合させ 。贅宅は酒に混じて志津磨に呑ませようと企む。孫八は贅宅 落と 行った書付けから毒薬を用いた計略があるこ 知【序幕
第三場
鶴岡八幡宮別当書院の場】
神前祈念が終わった正宗を受け取ったお後は孫八を待つが、股五郎が
現れる。孫八との関係を父親の靱負の耳に入れるぞと脅されたお後は、股五郎と今宵の四つ 鐘を合図
に離れ座敷で会う約束をする。
お後と孫八が二人きりになると、別当（市川白四郎）の院代と偽った
鳴見大八（吉三郎、二役）が現れ、隙を見て正宗 刀 奉納 刀をすり替える。 が去る 別当がやって来て正宗紛失が発覚する 両親への申し訳の書置きを入れた刀の箱を来合わせ 孫七に託し、お後と孫八は刀の詮義が済むまで姿を隠すことにする。
―  ―
【序幕
第四場
鎌倉花水橋の場】
松田屋の仲居と浪人たちは酔い潰れた股五郎を船の中に置いて行く。
股五郎に頼まれ正宗を盗んだ大八だが、呉服屋十兵衛からも頼まれていて、よりいい値を言ったほうに売り付ける魂胆でいる。独りごちた大八が去ると、股五郎は目を覚まし、迎えにきた家来の團九郎（初代市川小半次）に、今夜のお後とのことを話し、もしものとき ために下家に忍んでいるように言う。【序幕
第五場
和田靱負邸離れ座敷の場】
秋の夜、靱負（六代目市川團蔵）はお後の帰りが遅いのを心配してい
る。忍んで来た股五郎を靱負は切 付ける。暗闇の中 下家 い 團九郎に脚を押さえられた靱負は股五郎の手にかかり息絶える。股五郎は正宗の刀が大八によってすり替えられたことを知る。帰宅し 志津磨と孫七が異変に気が付いたとき、 孫七の提灯を切り落と 、この場を逃れる。團九郎は股五郎が投げ 手裏剣 より絶命し、志津磨は毒薬に当たり苦しむ。【二幕目
第一場
大和郡山宇佐美五右衛門宅の場】
誉田大内記家中の宇佐美五右衛門（團蔵、二役）は、唐木政右衛門
（四代目中村芝翫）が昼夜遊廓に入り浸っていることにいら立ちを隠せない。政右衛門は女房お谷（二代目尾上菊次郎）への離縁状を仲人をした五右衛門に差し出す。癩病を患った弟の志津磨と姉のお谷を面会させた政右衛門は、今宵、殿の師範 している桜井林左衛門と 立合いにわざと負け暇をもらい志津磨の助太刀 する、そ 目的を隠す め 身持放埓であり、去り状であったことを明かす。政右衛門は彼 殿の師範に
推挙した五右衛門にその場での切腹を頼み、五右衛門はそれを承諾する。【二幕目
第二場
大和郡山誉田家大広間の場】
政右衛門は林左衛門との立合いにわざと負ける。推挙した責を取って
切腹しようとした五右衛門は大内記（権十郎、二役）に止められる。「禄盗人」と烙印を押された政右衛門は大内記の家来たちを相手に立廻りをする（畳のタテ） 。大内記も成敗の鑓で政右衛門を突くが、政右衛門は神陰の奥義を用いて鑓を受け止め、大内記 秘技を伝授する（ 「鑓伝授」 ） 。何もかも見抜いてい 大内記から暇を与えられた政右衛門は敵討に出発する。【三幕目
第一場
摂州武庫川孫八世話場】
孫八は盲目の母の世話をお後とともにしながら、正宗の行方を知る大
八を自宅の麹室
こうじむろ
閉じ込め詮義をしている。そこへ荒尾主膳（四代目市
川新之助。のち八代目海老蔵）が正宗を紛失させた孫八を召し捕りに来る。孫八は暫し 猶予を乞う。大八は股五郎 ら 頼みで、お後を口説く。大八の仲間が孫八を強請 来る。孫八は刀の詮義が済むまではと自分から手は出さず、痛めつけられる。この諍い 荒尾主膳 捌く。大八が箱位牌に隠した手紙から、正宗は呉服屋十兵衛 預かっていることがわかる。そのとき山田屋幸兵衛方からの飛脚が来る。密事が記された手紙は半分に裂け、飛脚 逃げ、大八も逃げる。孫八は後を追う。【三幕目
第二場
摂州武庫川縄手の場】
志津磨の介抱をしていた柘榴
いしどめ
武助（芝翫、二役）は、医者から男女兄
弟の生血を混じ合わせて飲ませれば本復すると聞く 雷雨が激しくなり、堂で雨宿りをしていたところ 、逃げて来た飛脚がやって来る
―  ―
股五郎からの手紙を目にした武助はそれを奪い取る。不死身の武助は刀で切られることはないが、立廻りのはずみに、口にくわえていた手紙を呑み込んでしまう。【四幕目
第一場
古市備前屋店先の場】
林左衛門一行が酒宴を開いていると、大八が正宗のいい買い手が見つ
かったからと言って取り返しに来る。それを聞い お藤（実は元松田屋の遊女瀬川。三津五郎、二役）は、受け取りのための金を用意すると林左衛門に言う。十兵衛は正宗を車井戸 隠す 志津磨を尋ねてやって来た母真垣（坂東佳女三） 孫七は、武助の案内で、変わり果て 志津磨と介抱するお藤 会【四幕目
第二場
古市備前屋数寄屋の場】
武助は、お藤が靱負の娘であり、志津磨と血の繋がりがあるという虚
偽の生い立ちを阿良巻伴作 大谷万作）から聞かされる。【四幕目
第三場
古市備前屋奥座敷の場】
思い詰めた武助はお藤に言い寄るが、お藤は聞き入れないため、殺す
決意を固める。【四幕目
第四場
古市備前屋庭先の場】
十兵衛は、林左衛門には偽の正宗を渡し、本物は股五郎に渡す計略で
あることを大八に話し、正宗を隠した場所も教え 。正宗の行方を知る大八を追って孫八がやって来【四幕目
第五場
古市備前屋奥庭惣踊りの場】
惣踊りの中に潜り込んだ孫八は、大八と十兵衛を切り殺す 、正宗は
見つからない。一方、お藤 手にかけた武助は、書置きを残し首を縊ろ
うと井戸端に来る。血刀を下げ精根尽きた孫八も井戸の水を呑もうとする。双方一時に釣瓶の縄に手 かけたとき、二人は再会する。孫八は正宗紛失と殺人のため、武助はお藤殺しと密書を呑み込んだため、自害しようとす 全て 罪をかぶって死ぬのは自分のほうだから、そなたは生きて主人の介抱を頼む、と言って死を争っていると、井戸の縄が切れ、鞘走った正宗が武助の体に突き刺さる。名作正宗を手にし 武助は腹を切る。そこへ志津磨が現れ、武助は、志津磨と言い交わしたお藤を殺したのは敵討を遂げた後で「畜生」と世間から謗られるのを免れさせようとするためであった、 申し訳 する。手負い お藤は、それは違う、と言って臍 緒書き 出す 、武助とお藤が兄妹であったことがわかる。兄妹の生血を混じ 志津磨に呑ませる 、志津磨の面体 ちまち元の状態に戻る。武助 腹の中から取り出 た密書を見ると 股五郎は水口宿山
みなくちしゅく
田屋幸兵衛方に逗留していることがわかる。
【五幕目
第一場
江州水ごうしゅう
口宿山田屋店先の場】
脇本陣山田屋の後家（万作、二役）と女衒の法印（小半次、二役）は、
売卜者ばいぼくしゃ
の入婿から持参金五十両を受け取ったあとで追い出し、継子のお
袖（菊次郎、二役）を女郎屋に売り飛ばそうと企むが、利発だったお袖は婿を取るとすぐに幼い子のよう なってしまっ 。そこへ大津の女郎屋のおつる 嵐栄三郎。のち三代目岩井紫若）がお袖 引き取りにやって来るが、幼児同然のお袖の振る舞いに失望する。帰 来 婿（政右衛門。この幕 五代目坂東彦三郎）から五十両 金を受け取 た後家は、剣に見込み あるとわかると 逗留して る「唐木政右衛門」が九州に下る供をしてくれないかと頼み、承諾を得る。
―  ―
【五幕目
第二場
山田屋土蔵の場】
土蔵の中に匿われていた股五郎は、案内する山田屋の惣領幸兵衛（米
升、二役）の裏をかくため、大坂から九州へ下るのではなく、伊賀の上野を越えて鳥羽から船で大回しに下る計画であることを後家から明かされる。【五幕目
第三場
山田屋離れ座敷の場】
飯事に疲れたお袖が眠ると、政右衛門は、谷間に落ちた母子が観音様
の功力によって助かった夢を見たと語る。雨が降りしきる中、赤子を抱えた順礼姿のお谷が政右衛門を尋ねてやって来る（菊次郎の二役早替わり） 。癪に苦しむ様子を見兼ね 幸兵衛は家で休ませようとす が、女房と悟った政右衛門は頑として聞き容れない。赤子の泣 声で目を覚ましたお袖が、順礼 赤子を抱い 奥に入る。皆がいなくなったところ見計らい、政右衛門はお谷に薬を呑ませ、敵の手掛かりを掴んだこ を伝える。倒れ伏したお谷を後家は女郎屋のおつるに売り、五十両 手に入れる。【五幕目
第四場
山田屋奥座敷の場】
政右衛門は幸兵衛の仲介によって「唐木政右衛門」と対面する。先の
赤子の守り袋から「唐木政右衛門忰庄太郎」と記された臍 緒書 が見つかる。 「唐木政右衛門」は沢井股五郎と名乗り、敵と付け狙う手強い政右衛門に対抗するため、入婿に加勢を頼む。敵の子である庄太郎を右衛門が殺そうとすると、股五郎は人質として利用しよう 言うが、子供を取り合うはずみに、お袖は子供を川の中へ放り投げてしまう。政右衛門はお袖を褒め、涙を隠して笑う。百両の金が調 股五郎が出発する
と、養父が仕えた和田家への奉公を誓っていた幸兵衛は、志津磨と政右衛門に敵討を遂げさせるために股五郎を匿っていたと打ち明ける。また、お袖は川へ投げ込んだのは京人形であると告げ あと、唐突に自害する。継母の企みを聞いたお袖は、作り阿房となったなら、売られもせず、婿の政右 の傍にいられると思ったが、婿には妻子があったと知り、お谷に対して申し訳をするための自害であると語る。おつるからお谷の無事を聞いたお袖は、股五郎の進路を教え 息絶える。政右衛門一行は伊賀越にて股五郎を待ち受け 敵討を果たすと誓う。
三、成立時期の検討
天保十三年（一八四二）初演の『寿亀荒木新舞台』 （立作者は三代目
桜田治助） 、慶応三年（一八六七）再演の『鶴亀成荒木宝来』 （立作者は三代目瀬川如皐
(
)）はともに、前者は天保の改革、後者は明治維新の影響
により、役者評判記が刊行されていないため、実際の舞台 様子がわからないが、各種の番付を手掛かりにして、本台帳の成立時期を検討したい。
天保十三年九月の興行は、天保の改革によって浅草猿若町に移転し
た市村座の初興行（天保十二年〈一八四一〉十月六日、中村座とともに焼失
(
)して以来およそ一年ぶりの興行）で、最初の十日間は『式三番
叟』が出て
(
)、一番目に『寿亀荒木新舞台』 、二番目大切所作事に
『月雪花歌再夕市
ことのはぐさまたとゆうばえ
』が出され、九月二十四日から十一月四日までの一ヶ
月強の間、打ち続いたものと思われる
(
)。絵本番付に記された書き込みに
よれば、この興行は「大入」であったようである
(
)。
―  ―
慶応三年十月十七日中村座再演の興行では、 『鶴亀成荒木宝来』のほ
か、中幕『小栗判官車街道
おぐりはんがんくるまかいどう
』 「横山館の段」 、大切所作事・法恩日蓮記
ほうおんにちれんき
『狂
乱恋山路
きょうらんこいのやまみち
』が上演された。
『新舞台』と『宝来』の訓みは同じであることから、その大名題の立て方を考えてみる。『寿亀荒木 は、興行の再開を寿いだ「寿」の文字を先頭に掲げ、辺鄙な地での船出に不安を抱えながらも末長い隆昌発展を祈念して、寿命が長くめ たい動物である「亀」を続け、荒木又右衛門の敵討を題材に仕
し
組ぐ
んだ狂言であるため「荒木」 （ 「伊賀越」ではなく「荒木」
としたのは 今まで繰り返し上演されてきた上方狂言 『伊賀越乗掛合羽』〈安永五年〔一七七六〕十二月大坂中の芝居初演。奈河亀輔作〉や『伊賀越道中双六』 〈天明三年〔一七八三〕四月大坂竹本座初演。近松半二・近松加作の合作〉とは違う、江戸で作られ 「新たな」狂言を「新たな」舞台でお目にかける、 いった掛詞的な含み 持たせるためでもあったのではないか）を全体の中央部に据え 最後は「新舞台」と締 、新開場ということを広く知らせたのだろう。大名題の訓みは、 ちよばんぜい（千代万歳） 」 、 「しまだい（島台） 」と、千穐万歳（永久）の繁栄を願う言葉と新開場の儀式の際に飾 れ であ 縁起物の間に、 「新たな」舞台の「あら」につながる「あらき（荒木） 」が配されている。文字が先か、訓みが先かはわからないが 新天地で 開場を祝し 今後 隆昌発展を祈念する縁起のよいも にしたい、という思いがあ て こうした大名題が付けられたも と推察する。
一方、 『鶴亀成荒木宝来』の大名題は、おそらく『寿亀荒木新舞台』
の再演に近いもので行く、と座元（十三代目中村勘三郎）と立作者（三代目瀬川如皐）が狂言（ 「世界
(
)」 ）を決定
(
)したあと、名題を決める際に考
えられたと思われる 、訓みが同じことから、先に訓みが決まり、それに合わせて文字を配したのではないかと考えられる（今回は「新舞台」と謳うことはできないということもあって 一部の文字を入れ替えることにしたのだろう） 。 「千代万歳（ちよばんぜい） 」に見合う、長寿ゆえに縁起のよい「鶴亀」を先頭に置き、千代万歳繁栄成就の「成（ぜい） 」を続け、中心世界となる「荒木（あら ） 」が中央部に据えられる。そして、 「島台（しまだい） がそ 姿を模した だという蓬莱山 仙人が住み不老不死の薬がある う三神山
さんしんざん
の一つ
(
)）の「蓬莱
(
)」に、 「宝が
やって来る」と縁起を担いだ文字が当てられ、 宝来」と締めくくられている。『新舞台』には、 「継足シ狂言」と書かれた紙片が貼付された絵本番付
(
)
がある。何が「継足シ」されたのだろうか『新舞台』の絵本番付には、 「五幕目」 （四丁裏）があるものと、四丁裏が欠丁したものと二種類ある
(
)。絵本番付において中途の半丁が欠けて
いるというのは珍しい。 「継足シ狂言 記載がある絵本番付に 「五幕目」の絵 あるため、おそらくこの「五幕目」 （ 「御泊り宿／やまだや」の文字が書かれた箱と「山田屋」と大きく書かれた看板 り、主な登場人物も本台帳 五幕目「山田屋」と一致しているため 五幕目」は「山田屋」の絵と推定できる）が「継足シ」されたのではないかと考えられる。「山田屋」が興行中のどこの段階で上演されるようになったのかはわ
―  ―
からない。しかし、番付（ 「来
ル
十七日より」 ）には「山田屋」独自の
趣向を想起させるものはない（番付のカタリに「政右衛門に再
ふたゝび
めぐり
お谷
たに
が艱
かん
苦くも
望のぞみ
有あり
」とあるが、これだけでは『伊賀越道中双六』八段目
の「岡崎」とも取れてしまう）が、絵本番付（ 「九月廿一日ヨリ」 ）より初日 予定日が遅く書かれている役割番付（ 「九月廿四ヨリ」 ）には、「山田屋幸兵衛」や「山田屋幸兵衛娘お袖」 「山田屋下女お咲」といった役名が見られるため、役割番付が出される前までには 五幕目」の構想があったことがわかり、また、 「五幕目」の構想 あったからこそ、絵本番付の四丁裏は欠丁という形で初版が出 れ、 固まり配役が決まると、第二版が板行さ たのではない と思わ 。
なお、朱筆の書込みがある『新舞台』の絵本番付
(
)によれば、六幕目大
詰の絵の脇には「此場ハアヅカリ」 あるため 敵討」の場面は興行の途中から上演されなくな る。これを受けてかどうわからないが、本台帳では「敵討」の場面は収録されて ない。絵本番付にもそ 絵はなく、役割番付の 割（後述）にもその場面名は明記れていないことから、 『宝来』の上演に際して 、当初から「敵討」の場面を出す構想はな ったも と思われる。
以上を確認したところで、本台帳の各冊（各幕〈以下、煩瑣を避ける
ため、幕数で表記 る〉 ）ごとに、成立時期を検討する。（一）序幕まずは序幕について。『新舞台』 （初演時）の絵本番付、本台帳、 『宝来』 （再演時）の絵本番
付における各役人替名を突き合わせてみる。以下、本台帳の役人替名における役名の下に、推定する時間軸に沿って、天保十三年『新舞台』の絵本番付における役者名・本台帳の役人替名における役者名・慶応三年『宝来』の絵本番付における役者名という並びで掲げる。なお、絵本番付においてその役の 人替名がなければ「
なし」 、台帳の役人替名には
記載があるが本文に登場していなければ（登場しない）と役者名の下に添え、役名 違 があれば括弧内に示す。また、比較困難な端 は割愛する。
【
本台帳の役人替名の役名
】【
『新舞台』絵本番付の役者名
】【
本台帳の役人替名の役者名
】【
『宝来』絵本番付の役者名
】
一
柘榴武助
歌右衛門
芝翫
芝翫
一
和田志津磨
羽左衛門
権十郎
権十郎
一
和田靱負
翫右衞門
團蔵
團蔵
一
池添孫八
三猿
米升
なし
一
沢井股五郎
三十郎
吉三郎
吉三郎
一
池添孫七
鶴十郎
璃鶴
なし
一
鳴見大八
三十郎
嵐吉 （嵐吉三郎）
吉三郎
一
御輿の胴六
なし
新之助 （登場しない
相蔵（どう八）
一
桜井林左衛門
菊四郎
翫太郎
翫太郎
一
荒尾主膳
勘蔵
成蔵
成蔵
一
呉服屋十兵衛
トヽ蔵
相蔵
なし
一
星合團九郎
鷺介
小半次
なし
一
鶴ケ岡の散実
なし
白四郎
白四郎 （あじやり）
―  ―
図
慶応三年十月江戸中村座『鶴亀成荒木宝来』絵本番付・序幕（早稲田大学演劇博物館蔵ロ二三―〇〇〇〇一―一一七四―〇〇三）
一
藪の内贅宅
大二郎
巴二右衞門
巴二右衞門
一
靱負娘お後
菊二郎
三津五郎
栄三郎
＊「嵐吉」は嵐吉三郎（四代目）の略称。
重要な点は、本台帳の序幕において重要な役目を担っている孫八・孫
七の兄弟や、大事な脇役の一人である呉服屋十兵衛（ 『伊賀越道中双六』六段目「沼津」では義理と人情の間 葛藤する主役級の人物であるが、本作では端
はが
敵たき
として登場する）の役人替名が、 『新舞台』の絵本番付に
は見られるが、 『宝来』の絵本番付に見られない点にある。
『宝来』の絵本番付の序幕（図）は三段に分けられており、上段は第一場と第二場「八幡宮境内の場」 「同石段の場」 、中央部は第三場「同別当書院の場」 、下段は第五場「靱負邸離れ座敷 （靱負殺し）に相当する絵かと思われる。上段の前列左でお後（絵本番付の表記は「おのち」 。嵐栄三郎）と顔
を向き合わせている、細長い（おそらく正宗が入った）箱を手にした人物は、 「新」の文字が付されて ことを手掛かりにすると、中央部の左から三人目の人物にも「新」の文字が付され、 「平作新之介 替名があることから、役割番付で役名を補足する 、 「沼津若党平作」 （四代目市川新之助）であることがわか ので、本台帳においてはお後と恋仲にあり正宗の神前祈願の供をしていた孫八 役目は この平作が担うことになったのではないかと推察される。さらにこの中央部の絵には、台帳には登場しない、佐々木丹右衛門（嵐璃鶴）とどう八（役割番付では「おみ しの胴六」 。初代中村相蔵）が描かれ、別当 名前 本台帳では「散実」 ）が高徳の僧の尊称である「あじやり〔阿闍梨〕 」となっている。また、 の第五 「靱負殺
し」において志津磨の供をして帰宅
するのは孫七であったが、下段の絵によると主人 連れて帰っ くはおそらく傘を差した志津磨の前で身構えてい 武助（絵本番付 表記は「武介」 。四代目中村芝翫）であると思われ （右表に示したように、本台帳の役人替名に 「一
柘榴武助
芝翫」とあるが、本文中に武助
の登場の指定 ない。わずかにこの絵に相当す 場面において、貼紙の下にその名が見られるのみである
(
)） 。そして、九州からやっ
て来 桜井林左衛門に九州のより財力 ある大名 もと 師範 な こ
―  ―
とを勧める呉服屋十兵衛の姿も図の中には見られない（ただし四幕目には描かれている） 。
このように、本台帳の内容と絵本番付の内容には明らかな相違が認め
られることから、本台帳の序幕は、慶応三年所演時の実際の舞台とは距離がありそうだということは言えるだろう。
一方、 『新舞台』の絵本番付における「第壱番目発端」 「序満来」は、
新開場の市村座前での勢揃 といった風情で見開き二頁に 狭しと並んだ役者の絵姿が描か ているため どのような場面展開を見せたのかを窺い知ることはできないが、重複するため引用はしないけれども、主要登場人物が本台帳と一致してい 考え 、本台帳 上演に先立ち、作品の構想を練るために、あ は天保十三年初演時の台帳を基に作成されたも ではないか（そこにどの程度の筆が入 かは不明だが）という一つの仮説を立て、以下の幕につ ても検討を続け ことにしたい。
序幕については、これまで述べてきた通り、本台帳の主要登場人物
が、天保十三年初演時における絵本番付の役人替名とは一致す が、慶応三年再演時の絵本番付の役人替名とは一致せず また、本台帳 内容と再演時の絵本番付の内容 も明白な相違が見られるため、本台帳 序幕は初演時の内容に近いものなのではないか 推測する。
台帳および番付（ 「来
ル
八日より」 ）では、おみこしの胴六を四代目
市川新之助が、お後を六代目坂東三津五郎が勤めることになっていたが、役割番付および絵本番付では、前者は 代中村相蔵が、後者 役割番付（ 「十月十六日より」 ）では中村 てう（ ち四代目中村喜代三郎）
が、絵本番付（ 「十月十七
 〔ママ〕
ヨリ」 ）では嵐栄三郎が勤めることになっ
ており 台帳および番付の役人替名は一致しているが、役割番付や絵本番付に記載された配役とは異なっているため、序幕の台帳は、役割番付が発行される前には作成されていたと考え ことができる。（二）二幕目二幕目の成立時期の検討に移る。『新舞台』の番付には、畳を左右の手に持ち大内記の家来たちの刀
をかわす政右衛門（畳のタテ）と鑓を手にする大内記（ 「不忠」の政右衛門 鑓で突く大内記が、政右衛門から神陰の奥義を伝授される「鑓伝授」の場面があったかと思われる）の姿が見られ、 『新舞台』の絵本番付「弐幕目」の上段には、大内記（十二代目市村羽左衛門）の鑓を政右衛門（四代目中村歌右衛門）が素手で受け止める「 伝授」の場面が、下段には、病鉢巻を巻いた志津磨（羽左衛門、二役 、志津磨が乗 駕籠を支える政右衛門、その政 と顔を見合わせる五右衛門（三代目関三十郎） 、門の外にはお谷（二代目尾上菊次郎）が描かれていることから、おそらく『新舞台』の「弐幕目」は、本台帳の二幕目第一場 宇佐美五右衛門宅の場」と第二場「誉田家大広間の場」の 容に近い ではないかと推測できるが、それを裏付けるも として、絵本番付 「平作
勘蔵」 （役割番付によると「若徒沼津平作
中島勘蔵」 ）の替名があ
ること、下段 （第一場） に太鼓持ちと思われる男と女 踊 ていることまた、絵本番付に「茶道」の役が二人の役者 りん介 〈坂東林助〉と「かん八」 〈中村かん八〉 ）についており、上段（第二場）の絵には「茶
―  ―
道」に当たると思われる丸坊主の人物が二人描かれていることが挙げられる。これらのこ は、本台帳の第一場において、 「下男平作」 （本台帳の役人替名）という人物が五右衛門 下男として登場すること、遊郭から帰ってきた政右衛門は太鼓持ちを連れて帰ってくること そし 本台帳の第二場において「鑓伝授」 済んだ後、大内記が一服する場面で「ト茶道、茶わんを服紗へのせ出ス」とト書きに「茶道」の動きの指定があることに照応する。 『宝来』の役割番付には「若党沼津平作
市川
新之助」とあり、平作 が確認できるが、 『宝来』の番付や絵本番付には第一場に相当する場面はないため、太鼓持ちについては確認できない。また、番付・絵本番付にある「鑓伝授」 （第二場 相当する）の場面には丸坊主の「茶道」 当たる人物の描写は見られない（役割番付にもそうした役名は見られない） 。こうした微細な相違点から結論導き出すことは難しいが しかし微細な相違点こそ大事だ も言える。
ここで、慶応三年再演時の上演の実態を考えるため、役割番付に記さ
れた場割を引用 る（括弧内 本台帳 お て対 と思われる場を示す） 。
鶴
ゲ（ママ）
岡八幡宮境内の場（序幕第一場～第三場カ）
鎌くら花水橋の場
（同
第四場）
和田靱負屋鋪の場
（同
第五場）
誉田大内記館の場
（二幕目第二場）
勢州雲津縄手の場
（三幕目第二場）
古市備前屋の場
（四幕目）
水口宿山田屋の場
（五幕目）
同
奥座（ママ）
の場
（同）
序幕については、前述の通り、絵本番付に第三場「別当書院の場」に
相当する絵があったため、 「鶴
ゲ（ママ）
岡八幡宮境内の場」は第一場から第三
場までを含んだ呼称ではないかと推測する。また、第四場「鎌くら花水橋の 」の絵は絵本番付（ 「十月十七
 （ママ）
ヨリ」 ）にはなかったが、この
役割番付（ 「十月十六日より」 ）の場割から上演が予定されていたことがわかる。
二幕目については、 「誉田大内記館の場」 （第二場）の中に「五右衛門
宅の場」 （第一場）が含 れてい とは考えにく 。序幕第四場「鎌くら花水橋の場」のような軽い場面が入り、五幕目「山田屋」を二つに分けて書き入れるくらいなら、五幕目を一つにまとめ、五右衛門役者の見せ場がある「五右衛門宅 場」を入れたほうが役者 見物、双方に って親切であるが、そ 面名 記載はな 。絵本番付にも「五右衛門宅の場」の絵はなかったため、二幕目第一場は上演されなかった可能性がある。
慶応三年再演時の絵本番付よりも、天保十三年初演時の絵本番付の
容に近いことから、序幕と同様に、二幕目も、 『新舞台』の上演内容近い台帳なのではないかと考えることはでき ように思 。また、台帳と番付では五右衛門は六代目市川團蔵 勤めることになっていたが役割番付および絵本番付で 中村成
なり
蔵ぞう
に変更されている。台帳・番付
の配 は一致しているが、役割番付・絵本番付の配役とは齟齬が生じ
―  ―
いることから、二幕目の台帳は、役割番付が発行される前には仕上がっていたのではないかと考えられる。おそらく台帳作成時点においては二幕目第一場も上演するつもりだったが、興行企画を詰めて行く中で、第二場は出すけれども、第一場は出さないことにしたものと推察する。（三）三幕目第一場三幕目は、第一場と第二場とで分冊されている（書誌における第三冊
が第一場、第四冊が第二場に当 ） 。まずは第一場から検討する。
三幕目第一場は、台帳の表紙見返しに記載された役人替名の役者名と
台帳本文の役者名とが大きく違っている。以下 本台帳の役人替名における役名の下に、推定する時間軸に沿っ 、天保十三年『新舞台』 絵本番付における役者名・本台帳の本文 おける役者名・本台帳の役人替名における役者 順 並べる（比較困難な端役は割愛す ） 。なお、『宝来』の絵本番付にはこの場面の絵はない。
【
本台帳の役人替名の役名
】【
『新舞台』絵本番付の役者名
】【
本台帳の本文の役者名
】【
本台帳の役人替名の役者名
】
一
池添孫八
三猿（九蔵）
九蔵
権十郎
一母
芝鶴しかく
芝寉しかく
　
(
)
團蔵
一
鳴見大八
三十郎
三十郎
吉三郎
一
荒尾主膳
勘蔵
勘蔵
新の助
一
瓜白蟹蔵
鷺介
鷺助
翫太郎
一
貸本や
万九郎
万九郎
芝太郎
一
納豆売
坂大 （坂東大八）
坂大
国松
一
孫八女房お後
菊二郎
菊次郎
三津五郎
＊「三猿」は二代目市川九蔵（のち六代目團蔵）の俳名。＊「坂大」は坂東大八の略称。
右により、本文中の配役は天保十三年初演時の絵本番付のものと一致
していることがわかる。それゆえ、本台帳の三幕目第一場は初演時の台帳を写したものではないかと考えられる。 『新舞台』の絵本番付には、店先に「麹おろし」 「もろみあり」という文字が掲げられ、天秤棒の先に吊るした籠に藁で巻いた納豆を載せて売り歩く納豆売りや風呂敷に高々と包んだ本を背負う貸本屋の姿が見られるが、この絵の内容は本台帳の内容 一致する。 『宝来』の絵本番付にもこの場面はなく、先に引用した役割番付の場割にも 孫八世話場」 （台帳表紙記載の場面名）に相応する場面名は見られなかったこと、また、台帳の役人替名に慶応三年の一座で配役がなされてい ことから、当初は上演を考えていたが、何かの事情でこの は出なくなった のと推測できる。
三幕目第一場の台帳の役人替名では孫八を初代河原崎権十郎が勤める
ことになっていたが、序幕 台帳では役人替名も本文も 代市川米升が孫八役に指定されており 番付・役割番付・絵本番付（序幕 絵には孫八は描かれていないが、 「古市備前やの場」には描かれている。図参照）ともに孫八の役は米升に割り振られている。この点 ら、権十郎を孫八役に想定している三幕目第 場の台帳は、番付の発行よりも早い時期に作成され、 も序幕の台帳よ も先に仕上がっ たのではないかと考えられる（ が権十郎から米升に変更されている も
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かわらず、後述する五幕目の山田屋幸兵衛のように、貼紙による訂正もなされずそのままに放置されていることは、こ 三幕目第一場が出されなかったという推論を補強する） 。この 台帳が序幕から順を追って作成されたのではないということを示唆している。（四）三幕目第二場次に、三幕目第二場について検討する。先に引用した役割番付の場割に「勢州雲津
（くもづ）
縄手の場」とあるのは、
『宝来』の絵本番付では、おそらく「大内記館の場」 （絵本番付記載の場面名。以下同じ）と「古市備前屋の場」の間に位置する、密書を口にくわえた武助が飛脚らと立廻りをし いる姿が描かれた「状の場」に相当し、 「縄手」という部分が共通していることとそ 内容から、三幕目第二場「武庫川縄手の場」 （台帳表
紙の場面名）に対応するかと思われ
る。台帳では 第一場（ 「摂州武庫川」と舞台書きにある）は股五郎からの密書を持って来た飛脚が逃げたところで終わり、そ 続き して第二場という設定 」となっている。台帳記載の「武庫川」兵庫県東部にあり、役割番付記載の「勢州雲津」 （伊勢国雲出）は現在の三重県津市の一地区であるから、台帳 役割番付 では場所の設定が異なっている。役割番付において 雲津」と設定されているのは、密を呑み込んだ武助が登 す 次の四幕目において伊 古市（三重県伊勢市の一地区）が舞台となるためであろう。伊勢国雲出から同じ国内の古市に行くのと、摂津国 川か いくつもの国を越 て伊勢国 に向かうのでは大きく違う。芝居の展開を考える作者の配慮が働いて、三幕
目第二場は「雲津」に設定されたのではないかと思われる。また、第二場の冒頭では、医者の藪庵（山崎巴二右衞門）が武助に「お手前、素麺やに厶る武助殿で 厶らぬか」と声をかける場面があり、この後の会話で武助が病身の志津磨を 素麺や すなわち有馬二の湯の温泉宿で介抱していることがわかるが、後述するように、 「素麺や」 おそらく天保十三年初演時の「四幕 」の舞台であり、 『宝来』では役割番付や絵本番付にも「古市備前屋の場」とある通り、古市備前屋において志津磨は武助に介抱され ため、 「素麺や」 この後の展開と全く関係がなくなる。 「素麺や」とあることと「武庫川」と表紙にあること、さらに、奪い取った密書を呑み込ん しまった武助の、三幕目第二場 おける最後のセリフのひとつ書きに指定され 役者名 略称が それまでの 「芝」（四代目中村芝翫）ではなく「歌」となっており、これは初演時に武助を演じた四代目中村歌右衛門の「歌」ではないか 思われることか 、三幕目第二場の台帳は、初演時の台帳を手近に置 て作成さ たのではないかと推察される。また 『宝来』 番付のカタリ 「雨
あめ
の
古ふる
市の
備び
前ぜん
屋に川崎
さき
おんど手拍子
てひや
うし
と供
とも
に打
うち
たる本
ほん
望もう
の栄
さかへ
」とあり、番付が出
る前に四幕目では「古市備前屋」での「川崎おんど
(
)」すなわち伊勢音頭
が予定されていたこ がわかるため、有馬 温泉宿「素麺や が次の「四幕目」の舞台として想定されている三幕目第二場の台帳は、第一場同様に、番付発行以前に作成されたのではな かと推測できる。（五）四幕目四幕目の成立時期について検討する。
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図
天保十三年九月江戸市村座『寿亀荒木新舞台』絵本番付・ 「四幕目」 （早稲田大学演劇博物館蔵イ一三―〇〇二九六―〇〇〇一―〇〇五）
『新舞台』の番付の絵には、四幕目「古市備前屋」に相当する場面が描かれている。二階屋体の軒の上で武助が瀬川を切り、その生血を縁側にいる「野守」という人物が皿で受ける一方、庭では団扇を片手に頬被りをして踊る人々の中を、口を真一文字に結んで何かを探し求める孫八の姿が見られ 。しかし、屋体一階に掲げられた「有馬一の湯」という看板と湯につかる女の姿は、本台帳における「古市備前屋」の内容と一致しない。『新舞台』の絵本番付では、 「四幕目」は見開き二頁に描かれており、
「素・麺・屋」と一字ずつ書かれた団子提灯が二階屋体に吊るされ、一階には「浴室」と書かれた額 掛 り、撥
はね
釣瓶の前では刀を腹に突き刺
した四代目歌右衛門の武助が密書を腹か 取り出す姿が描かれている（図） 。『宝来』の絵本番付には、 「古市備前やの場」と場面名が付され、二階建の屋体の中では被りをした女形が踊り、庭先の車井戸 前では小ふじ（絵本番付 表記に拠る）に対して刀を振 下ろそうとしている武助の絵姿が見られる（図） 。『新舞台』の役割番付のカタリに、 「
有馬ありま
の松
まつ
ならで湯
ゆ
女な
の小
こ
藤ふじ
にしめ
からむ
(
)柘いし
榴とめ
武ぶ
助が横
よこ
恋れん
慕ぼ
ハ忠義
ちうき
に居
すへ
た胴金
どうがね
の一腰
ひとこし
」 と 「有馬の湯女小藤」
が謳われていること、役割 に「有馬の湯素麺屋の小藤」を始め「有馬の湯女」の役名が十役ほど挙げられていること、絵本番付に「素麺屋」の提灯があったこと、また、三幕目第一場（初演時の役者名で書かれた台帳）の最後で、 「有馬二 湯索麺屋迄御出可下候」と書かれた、呉服屋十兵衛から鳴見大八宛 手紙 見つかることから、 「四幕目
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図
慶応三年十月江戸中村座『鶴亀成荒木宝来』絵本番付・ 「古市備前やの場」（早稲田大学演劇博物館蔵ロ二三―〇〇〇〇一―一一七四―〇〇四）
では、伊勢古市の備前屋ではなく、有馬二の湯の素麺屋が舞台だったのではないかと推測される。
この「四幕目」の惣踊りの場面が「有馬二の湯の素麺屋」から「古市
備前屋」に場所を移したのは、同じ「伊賀越物」である、弘化四年（一八四七）正月江戸河原崎座『飾駒曽我通双六
のりかけそがどうちゅうすごろく
』の上演のときであるか
と思われる。このときの絵本番付
(
)の「七幕目」には二階屋体での惣踊り
と井戸端での刃傷沙汰（ 『新舞台』 「四幕目」や『宝来』の「古市備前屋」と類似した趣向）が描かれており、また、役割番付
(
)のカタリには「名
な
に
古ふる
市いち
のびぜんやに音
おん
頭ど
も揃
そろ
ふ忠
ちう
信しん
孝こう
貞てい
」と「古市のびぜんや」での「音
頭」が予告され、その役人替名には「備前屋の抱お藤」を始め びぜん
やの抱〔女郎〕 」が六役ほど数えられること、さらに、弘化五年（嘉永元年〈一八四八〉 ）正月刊『役者
紫むらさき
源げん
氏じ
』 (
)の四代目尾上梅幸の評に
「伊勢備前やより小藤と成藝子姿。勢州の藝子は此お人〔に〕限升。切、武助に殺さるゝ迄御年功」 、同年月刊『役者豊
ほう
年ねん
蔵ぐら
』の四代目歌右
衛門の評 「武助にて、 中略 古市いせおん の所、近年の大でき」とあることから、弘化 年の『飾駒曽我通双六』では「いせおんど」を取り入れた「古市備前屋」の場がすでに上演されていて、好評を博していたことがわかる。その後、年代順に、嘉永三年（一八五〇）正月大坂中の芝居『けいせい誉
ほまれの
両すけ
刀だち
』 、安政三年（一八五六）十月江戸森
田座『還結柏政武飾駒
もとみしはなぶんぶののりかけ
』 、万延元年（一八六〇）八月大坂中の芝居
『契
情誉両刀
けいせいほまれのすけだち
』 、慶応二年（一八六六）八月大坂角の芝居『伊賀越道中
双六』の絵本番付および絵尽し
(
)においても「古市備前屋」の上演が確認
できる（万延元年の『契情誉両刀』を評して、 先 〔嘉永三 カ 故翫雀丈〔四代目歌右衛門〕江戸上りの時持て戻られた狂言
(
)」とある
ことから、 『けいせい（契情）誉両刀』は嘉永三年正月に大坂 上った歌右衛門が江戸から持ち込んで出来た狂言である 思 れ ） 。
弘化四年『飾駒曽我通双六』の絵本番付だけでなく、番付
(
)において
も、武助がお藤を手にかけようとしているのは、初演時の絵本番付 描かれていた、重しの助け よって釣瓶を撥ね上げる 「撥釣瓶」 ではなく、滑車に縄を掛けその両端に釣瓶を付けた「車井戸」 前である（大坂の絵尽しには井戸の絵はないため確認ができないが、そ 後の江戸の上演〈 『還結柏政武飾駒』 〉でも、 「車井戸」が使われていたことが絵本番付から確認できる） 。
―  ―
本台帳四幕目の舞台書きには「下〔手〕に石の井筒柱を立、是に綱を
取、
車井戸」とあり、第一場において十兵衛が正宗を隠すときのト書き
には「
車井戸に正宗を隠し」とあるが、第四場において正宗を取り返し
に来た大八に十兵衛は「奥庭の井戸の
挑〔跳カ〕
釣瓶の上
ヱ
縛て置たから、今
に踊りの間を見て取るから、あんじねへがいゝ」と言い、また、第五場「惣踊り」の場面のト書きには「吉三郎〔大八〕は下手の井筒の下へ廻り来る度毎に
挑〔跳カ〕
釣瓶へ隠
シ
有
ル
白鞘へ目を付る」とあり、台帳の中でも
「車井戸」と「挑〔撥〕釣瓶」が混在している。 『宝来』の絵本番付には「車井戸」が描かれているため「車井戸」が正しい表記になるかと思うが、後半部の表記（ 「挑〔撥〕釣瓶」 ）を天保十三年初演時の台帳の名残であると取れないこともない。しかし、 有馬二の湯素麺屋」から「古市備前屋」に舞台が移っていることから、本台帳は初演台帳の内容よりは、慶応三年の再演時の内容に近いものと思われる。また、配役 変更は見受けられないため、四幕目の台帳の成立時期を絞り込むこと 難しいが、前述の通り、三幕目第一場と第二場 台帳が次の四幕目に「有馬二の湯素麺屋」を予定していたことを考えると、四幕目 台帳は、少なくとも三幕目の二冊 台帳よりは後に作成された であると言え だろう。（六）五幕目最後に、五幕目の成立時期について検討する。絵本番付
(
)の「八幕目」に「御泊宿／山田屋」と大きく書かれ、政右衛
門や幸兵衛、お谷、おそで、股五郎、孫七、法印といった人物が描かれ
ていることから、 「山田屋」は、弘化四年正月十五日
(
)河原崎座『飾駒曽
我通双六』の きにも出ていたことがわかるが、 「二月廿八日配り」と朱筆で書かれた番付
(
)の口上には（座元六代目河原崎権之助による。私
に句点を付した） 、
初春狂言殊之外御意
ニ
叶ひ、初日より賑しく御見物
ニ
被為入四十
余日之今
ニ
至
リ
、古今稀成大入大繁昌仕候段、外聞旁難有仕合
ニ
奉存
候。右御礼之為、いまだ残
リ
居候、水口宿の場、敵討の場、二幕、
来
ル
廾八日より差加へ、是迄仕来
リ
候三立目より大切敵討迄惣座中
罷出相勤奉入御覧
ニ
候。
と、 「大入大繁昌」 （絵本番付
(
)にも朱筆で「狂言の評よく古今の大入」
とある。弘化五年〈嘉永元年〉刊『役者豊年蔵』の四代目歌右衛門の評に「正月より三月打こしての大当り。休なしのはんじやうはみな翫雀丈〔歌右衛門〕のお手がら。一座のほまれと申ものなり」とあることから、この興行の「大当り」は当代随一の人気役者四代目歌右衛門の出演が大きく影響していたことがわかる） 御礼のため、水口宿と敵討の場を差し加えて二月二十八日より
(
)、三立目
みたてめ
、すなわち一番目の序幕から
大切まで上演する旨が述べられている（この興行は四月十四日まで三ヶ月間打ち続いた
(
)） 。
ここで注目したいのは、この番付の絵に「御定宿／山田屋」とあっ
て、二代目市川九蔵の山田屋幸兵衛が子供を刺し殺してい （本台帳内容とは異なるか） この場面を 「水口宿の場」 呼んでいることである。
―  ―
本台帳三幕目第一場の最後に登場する飛脚は、 「枚
方宿
〔ひらかたしゅく〕
山田や幸兵
衛方」から密書を届けに来たと言っている。これは、役割番付や絵本番付に「水口宿山田屋の場」とあることと矛盾するばかりでなく、四幕目の最後で武助の腹から出てきた密書に「水口宿、山田屋幸兵衛方」とあることや、五幕目 舞台書きに「都而江州水口宿旅籠屋の体」とあることからわかるように、台帳の中でも矛盾が生じているが 三幕目第一場が天保十三年 初演時の役者名で かれていたことを考え合わせ と、初演のときの山田屋は 水口宿（現在の滋賀県甲賀市 置かれた宿場）ではなく、枚方宿（現在の大阪府枚方市に置 た宿場） ある 泊所という設定だったのではないか。初演時 は、三幕目 摂津国武庫川、四幕目が摂津国有馬温泉、五幕目が河内国枚方宿 あり、慶応三年の再演時は、三幕目（第一場はなく、第二場より）が伊勢国雲出 四幕目が伊勢国古市 五 が近江国水口宿 と舞台となる場所が全体的に東に移ったのではな かと考えられる。それは芝居の進行上、無理なく展開できるようにとの配慮が働いたため 措置であったと思われる。
本台帳五幕目の役人替名では、貼紙による役者名の変更がなされてお
り、 「一
山田屋幸兵衛
米升」とあるが、 「米升」は貼紙の上に記され
ていて その下には「権十郎」 思しき文字が見て取れる。 の役人替名の一覧が記された表紙見返しには「中見
〔なかみ〕
の権十郎所は米升勤メル」
という紙片が貼付 、本文 おける山田屋幸兵衛のセリフやト書きにはすべて「権十郎」が指定されてい ことからも、山田屋幸兵衛は当初は初代河原崎権十郎に割り当てら た役だ こ がわかる。番付では権十郎、役割番付および絵本番付では初代市川米升が幸兵衛役に配さ
れていることから、山田屋幸兵衛のセリフやト書きがすべて「権十郎」と指定されている本台帳の五幕目は、役割番付が出される前に作成されたと推測できる。また、前述 通り、 「水口宿」という設定から、初演時の『新舞台』よりは『宝来』の上演内容に近い台帳ではないかと考えられる（絵本番付の役人替名を見較べると、 『新舞 』 孫八、 『宝来』では孫七が登場することになっている。本台帳において、四幕目の最後で股五郎は水口宿山田屋幸兵衛方に潜んでいると知って当地に赴き、山田屋の中に忍んで様子を窺っているの 孫七のほうである。孫八ではなく、孫七が『宝来』の絵本番付の役人替名 見られる点からも 本台帳の五幕目は、初演時よりも再演時の実際 舞台 近 ものな ではなかと考えることが きる） 。
以上、 『鶴亀成荒木宝来』成立の経緯をまとめると、まずは天保十三
年初演の『寿亀荒木新舞台』の再 行くことが決められた。そし 、初演時の台帳を手近に置いて三幕目第一場と第二場 台帳が作成 た（番付 〈 「来
ル
八日より」 〉 発行以前） 。次に、作成順序はわからないが、
初演時の上 内容に近いと思われる序幕 二幕目が書き上げられた（割番付〈 「十月十六日より」 〉発行以前） 。そ 後、時間 経過と もに構想が固まり、慶応三 再演時の実際 舞台に近いと思われる四幕目と五幕目 仕上がった。五幕目は役割番付が発行される前に出来ていることから、五幕目の成立前後に四幕目も成立したものと推察される。この結果は、 「 〔台帳は〕口明〔序 〕 部分ほど初案 く、大詰に近いほど上演の実態に近いものとなる
(
)」という土田衛氏の指摘と、やや
―  ―
変則が見られるが、概ね重なるものと言えるだろう。
おわりに
早稲田大学演劇博物館蔵『鶴亀成荒木宝来』の台帳考証を行った。紙
数の関係で収めること できなかった趣向に関する考察については、本研究科に提出する博士論文に掲載予定である。そちら 合わせて参照していただけたらと思う。最後になったが、貴重な資料の閲覧をお許しただいた早稲田大学演劇博物館をはじめ、各所蔵機関に厚く御礼申し上げる。【註】
　　　　
(
 )
番付（早稲田大学演劇博物館蔵イ



）は八日、役割番付
（同館蔵ロ



Y
）は十六日、絵本番付（同館蔵ロ



）
は十七日。より最新のものであると思われる絵本番付に従った。以下、番付の参照は基本的に上記のものに拠る。
　　　　
(
 )
番付（二種類）はいずれも十七日、絵本番付は二十一日、役割番付は
二十四日。役割番付に従った。参照は、番付・演劇博物館蔵ロ





（一番目『寿亀荒木新舞台』の絵とカタリが記される。役人替
名はない） 、椿亭文庫
tub 

（二番目大切所作事『月雪花歌再夕市
ことのはぐさまたとゆうばえ
』
の絵と役人替名が記される） 、役割番付・立命館大学蔵
arcB
K




、絵本番付（二種類。後述） ・演劇博物館蔵ロ



、同
館蔵イ



A
。以下、 『新舞台』に関しても番付の参照は基本的
に上記のも に拠る。
　　　　
(
 )
底本不明ながら、後述する弘化四年 一八四七）正月江戸河原崎座所演
の『飾駒曽我通双六
のりかけそがどうちゅうすごろく
』と思われる台本が『演劇脚本』 （中西貞行発行、明
治二十九年）に前編（大序 二幕目）のみ活字翻刻されている（翻刻された題名は『飾 道

双六』 。なお、後編が出版されたのかは不明）が、
同台本は、大序「鶴ヶ岡の場・花水橋の場・靱負屋敷の場」と二幕目「唐木政右衛門宅の場・誉田大内記館の場」のうち、 「唐木政右衛門宅の場」以外は、本台帳の序幕と二幕目 内容に近い。ただし、大序において、呉服屋十兵衛は登場しないが、その代わりに「十兵衛親十右衛門」なる人物が出てきて『新舞 』序幕において呉服屋十兵衛が担っていた役目を果たしているなど、若干の異同が見られる。
　　　　
(
 )
｢蔵書印データベース」 （国文学研究資料館）参照。
　　　　
(
 )
『演劇百科大事典』第五巻、平凡社、昭和三十六年、 「弁天座」の項、高谷伸執筆。
　　　
(
 )
たとえば、裏表紙に「二世河竹事黙阿弥」の印記があるのは、元治元年
（一八六四）十一月江戸市村座初演『小春穏沖津白浪
こはるなぎおきつしらなみ
』 （イ一二
 一一七一

一～三） 、裏表紙に「二世河竹新七筋書」 印記があるのは、明治六年（一八七三）十一月東京守田座初演『音駒山守達源氏
おとこやまもりたてげんじ
』 （イ一二
 九〇八
 一
～六） 、同十四年（一八八一）六月東京新富座初演『古代形新染浴衣
こだいがたしんそめゆかた
』 （イ
一二

六二八

一～三） 、同十六年（一八八三）五月東京市村座初演
『新皿屋舗月雨暈
しんさらやしきつきのあまがさ
』 （イ二四八
 一～三）など。いずれも二代目河竹新七
（黙阿弥）作。 「黙阿弥作品 覧」 （早稲田大学演劇博物館編・発行『没後百年河竹黙阿弥―人と作品―』 〈平成五年〉所収）参照。
　　　　
(
 )
『変貌する時代のなか 歌舞伎
幕末・明治期歌舞伎史』笠間書院、平
成二十八 、二百十六頁。
　　　
(
 )
演劇博物館蔵イ一二〇
 一～四。
　　　　
(
 )
註前掲書、二百四十三頁。
　　　
(
)
以下、号に関することも含め、 『日本人名大辞典』 （講談社、平成十三年）
を参照。
　　　
(
)
両興行における立作者名は、註・前掲の役割番付および絵本番付に
よる。
　　　
(
)
『花江都
はなのえど
歌舞妓年代記続編』 （石塚豊芥子
ほうかいし
編、安政末年成稿カ。 『新群書
類従』第四、国書刊行会、明治四 年、三百九 八 ）参照。
　　　
(
)
二番目の所作事『月雪花歌再夕市
ことのはぐさまたとゆうばえ
』に関することが書かれた番付およ
び役割番付の表紙には座元である十二代目市村羽左衛門の挨拶文が刷られており、 「舞台開初日より日数十日の間式三番叟ヲ〔四代目〕中村歌右衛
―  ―
門〔初代〕坂東しうか〔十二代目〕市村羽左衛門」とあるため、初日から十日の間、右の役者たちによる『式
三番叟』が出たものと思われる。
　　　　
(
)
『新舞台』の絵本番付（演劇博物館蔵ロ



）の裏表紙に「十
月四日大川筋御成ニ付猿若丁四座とも休
当座〔市村座〕ハ六日ヨリ新狂
言兜軍記出ル」と朱筆による書き入れがあり、九月二十四日初日の『新舞台』が十月六日には別の狂言（ 「兜軍記」 ）に替わったかのように書かれているが、おそらくこれ 「十一月」の誤り（後述するように、 「大入」であった興行 数日で狂言替えになるとは考え くい）で、別の絵本番付（同館蔵イ



A
）の表紙には「天保十三年寅九月葺屋町より猿
若町転座初興行〔中略〕大入継足シ狂言十一月迄興行」 書かれた紙片が貼付されており、また別の絵本番付（同館蔵ロ



。表紙の外
題には『寿亀荒木新舞 とあるが、中身 絵は『増補壇浦兜軍記』と『猿廻門出一歌』 ） の表紙には朱筆で 「伊賀越ハ霜月四日マデ興行」 とあり、さらに別の絵本番付（立命館大学蔵
arcB
K 


）の保護表
紙には「本番附ハ表紙ニハ九月狂言の外
題を書ながら画組ハ同年顔見世狂
言「増補兜軍記」二番目「猿廻門出一歌」なり」と らの作品が十一月の「顔見世狂言」のものであったことが述べられており、 『花江都歌舞妓年代記続編』 （ 『新群書類従』第四、四百二十二頁）を見ても において演目が替わっている。
　　　　
(
)
絵本番付（演劇博物館蔵イ



A
）の貼付紙片、および、絵
本番付（同館蔵ロ



）の朱筆書き込みに拠る。後者には、 『江
戸芝居 朱筆書入れ集成 早稲田大学出版部、平成二年、二 七頁）に翻刻がある。また、 『朱筆書入れ
江戸芝居絵本番付集（一） 』 （早稲田
大学出版部、平成四年、六十九～七十二
頁）には後者の影印が掲載されて
いるが、同書の解題によると、この興行にまつわる事項を朱筆で丹念に書き入れたのは芝居絵師清川重春（生没年未詳）と推定され、 「こういう立場の者だったからこそ劇場内の情報にくわしく、克明な記録が残せ ものと思われる。これ 仕事 上からも必要であったにちが ない。朱書が絵面や配役変更に特に敏感で、 図の人物に朱 線で欄外にひきだし、その異動を註記し、それがからみ捕手の役者にまで及んでいるこ 、また描かれた場 と実際の上演の相違 途中から預りや未上 に終ったこ 、新ら
たに差し幕があったことなどの記載も自分自身の描いた作品絵面への関心がそうさせたものと推察される」 （六・七頁）とある。
　　　　
(
)
｢歌舞伎・人形浄瑠璃劇作用語。作品の背景となる時代・事件をさす概
念」 。 『新版
歌舞伎事典』平凡社、平成二十三年、 「世界」の項、池上文
男執筆。
　　　　
(
)
｢狂言の決定は、普通の順序から言へば、先づ立作者と座元によつてな
される。座頭は、最初の決定には参与しない」 。河竹繁俊『歌舞伎作者の研究』東京堂、昭和十五年、三百七十四頁。
　　　　
(
)
『日本国語大辞典』 （第二版、小学館）参照。
　　　　
(
)
｢蓬莱」という語は、 『新舞台』の役割番付に記された狂言の筋を説明す
るカタリ（番付のカタリも同じ内容） おいて、 「朝日
あさひ
とかゞやく誉
ほまれ
を
祝しゆく
して蓬莱
ほうらい
錺かざる
狂言きやうげん
の栄
さかへ
」と、最後を締める言葉の中に出てくる。
　　　　
(
)
演劇博物館蔵イ



A
。
　　　　
(
)
｢五幕目」の絵は、演劇博物館蔵イ



A
（紙片貼付の絵本番
付）にはあるが、演劇博物館蔵ロ



（註
前掲書の影印でも
半丁の欠丁が確認できる） 、椿亭文庫蔵
tub 

、
tub 

、東京大学
教養学部黒木文庫蔵・黒

B 


、東京大学総合図書館秋葉文
庫蔵『絵本番附集』
A 
 芝


（三冊所収） 、東京大学文学部国文学研
究室蔵
T
J 
.


にはない。
　　　　
(
)
註
前掲書。
　　　　
(
)
該当箇所を引用する（貼紙下の内容は【
　
】で示す） 。
時の鐘、合方に成り、向ふより璃鶴、孫七〔この四字、貼紙の下は【芝翫武助】カ〕にて箱丁ちん持、跡
ト
より権十郎、志津广羽織袴大小にて出て
来り。花道にて、権十郎〔志津磨〕
イヤ孫七〔貼紙の下は【武助】カ〕どの、けふは大き
に太義で厶
ツ
た。
　　　　
(
)
｢芝雀」とも判読できるが、四代目中村歌右衛門の門弟であった初代が
中村芝雀を名乗るのは弘化三年（一八四六）のことである（国立劇場調査養成部調査記録課編『歌舞伎俳優名跡便覧』 〈第四次修訂版、日本芸術文化振興会、平成二十四年〉参照） 。配役を照合すると、本台帳本文の配役は天保十三年（一八四二）初演時のものとほぼ一致 。しかし本台帳
―  ―
天保十三年の配役で書かれたとすると、孫八の母親役が弘化三年に初代を名乗る「芝雀」では矛盾が生じる。従って 「芝寉」と判読し、二代目中村芝翫（四代目歌右衛門）の門弟である初代中村芝鶴を指すと解釈 た（ 『歌舞伎俳優名跡便覧』参照） 。
　　　　
(
)
伊勢国山田の川崎（三重県伊勢市河崎）の妓楼でうたわれていた民謡
「川崎音頭」 （もとは船頭歌であった は、木
き
遣やり
唄の影響を受けつつ、古市
の妓楼、参宮沿道から全国に流布し、 「伊勢音頭」の名で呼ばれた。 『日本国語大辞典』参照。
　　　　
(
)
この文辞の由来は、天和三年（一六八三）の紀行文『千種日記』 （作者
不詳。鈴木棠三
とうぞう
・小池章太郎編、古典文庫第四百四十九冊、昭和五十九
年、百七十二頁）に、
松になりたや有馬のまつに藤にまかれてねと御座る
とある、 「有馬温泉二の湯の小湯女そうめんや（素麺屋）ふぢ（藤）を謡い込んだ愛欲的要素の強い歌」で 「近世を代表する流行歌のひとつ」であり、 「世に有馬節と称される歌」にあるかと思われる（小野恭靖「有馬節と版本「ありまぶし」 」 、 『 阪教育大学紀要』第 十六巻第二号、平成十年一月、百四十五頁） 。 『絵入狂言本集 上巻（般庵野間光辰先生華甲記念会、昭和四十四年、五～七頁）所収「娘親の敵討」の解題によれば、右の素麺屋藤のモデルと考えられるのは、有馬 「索麪
さうめん
屋小湯女ふぢ」 （天
和三年九月刊『有馬名所鑑』 。 『近世文藝叢書』第二、第一書房、昭和四十三年、四百二十八頁）であり、歌舞伎では、元禄四年（一六九一）京都早雲座『娘親 敵討』および同八年（一六九五）同座『水木辰之助餞
たち
振ふる
舞まい
』
（近松門左衛門作）において初代水木辰之助が有馬湯女おふじを演じ、幽霊となって恨みを述べる怨霊事が評判となった。小野氏によると、 「藤は有馬温泉の一湯女を離れて、当代を代表する時の人となり、また美女の代名詞ともなってい」 （百 十六頁）き、そうした藤のイメージは 山東京伝の合巻『妬
うわなり
湯ゆ
仇討あだうち
話ばなし
』 （文化五年〈一八〇八〉刊。角書に「摂州有馬於
藤之伝」とある）や柳亭種彦の合巻『
人形筆にんぎょうふで
五色ごしきの
糸蔵いとぐら
』 （文政九年〈一八
二六〉刊）等の作品に継承される。有馬 の湯の素麺屋が舞台だったと思われる天保十三年（一八四二） 『寿亀荒木新舞台』 「四幕目」も、素麺屋の藤を題材にした一連の作品 系譜の上に位置付けることができる ろ
う。
　　　　
(
)
演劇博物館蔵ロ



。
　　　　
(
)
演劇博物館蔵ロ



R
。番付（同館蔵ロ



）のカ
タリも同じ内容。
　　　
(
)
以下、役者評判記はマイクロフィルム版『早稲田大学坪内博士記念演劇
博物館所蔵
役者評判記』 （雄松堂出版、平成九年～十年）を参照し、引
用時には私に句点を付すこととする。
　　　　
(
)
参照絵本番付（絵尽し）は、嘉永三年『けいせい誉両刀』は演劇博物館
蔵ロ



、安政三年『還結柏政武飾駒』は同館蔵ロ




、万延元年『契情誉両刀』は同館蔵ロ



G
、慶応二年『伊
賀越道中双六』は同館蔵イ



。以下の論述において、とくに
明記がないものはこれらを参照している。
　　　　
(
)
万延二年（文久元年〈一八六一〉 ）正月刊『役者
　
たと
言え
草ぐさ
』 、三代目嵐吉三
郎の評。
　　　
(
)
演劇博物館蔵ロ



。
　　　　
(
)
註
前掲書。
　　　
(
)
番付（演劇博物館蔵ロ



）は十二日（朱筆で「弘化四丁未
年正月十五日より」とある） 、絵本番付（註
前掲書）および役割番付
（同館蔵ロ



）は十五日。番付の朱筆と後者に従った。
　　　　
(
)
演劇博物館蔵ロ



。
　　　　
(
)
註
前掲書。
　　　
(
)
この番付に書き入れられた朱筆によれば「三月朔日ヨリ」 。註
前掲
書の絵本番付にも朱筆で「三月朔日ヨリよふ此二まくつぐ」とある。
　　　
(
)
註
前掲書、朱筆の き入れに拠る。
　　　　
(
)
｢歌舞伎の演出

台帳」 、 『講座
日本の演劇
近世の演劇』勉誠社、
平成七年、六十八頁。
